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Abstract Two Japanese species of Wockia are treated. Wockia koreana is newly recorded from Japan, with 
illustrations of adult and genitalia. A color photograph of adult W magna is also provided. The phylogeny of the 
family Urodidae and the morphology and biology of the genus Wockia are summarized. 
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メス ハリ オガ 科 Urodidae は ヨー ロッ パ , 東 ア ジア , 東南 ア 
YT, 南北 アメ リカ に 分 布 し , 6 属 約 70 種 が 記録 され て い 
る (JBA, 2011 : Sohn, 2014). 本 科 は 日 本 か ら は 従来 記録 
され て いな か っ た (那須 , 2011) が , 2014 年 に Sohn 氏 に よ 
り , アメ リカ 国立 自然 史 博 物 館 に 所 蔵 さ きれ て いる 日 本 産 標 
本 (一 色 コ レク ショ ン ) お よび 韓国 産 標本 に 基づき Wocz 
magna Sohn, 2014 が 新種 記載 され る と と も に , 本 科 の 日 本 
か ら の 初 記録 が な され た (Sohn. 2014). 筆者 ら は 彼 の 発見 





を 受け , 日 本 産 の ネ マ ル ハ キバ ガ 科 Blastobasidae に 似 た 未 
知 の 種 を 検討 し た と ころ , 韓国 か ら 記 載 さ れ た Woc ん zz 
koreana Sohn, 2008 で ある こと が 判明 し た . 本 報告 に お いて , 
oyegzg に つい て 成虫 と 交尾 器 の 図 を 添え て 記録 する と 
と も に , W ggzig に つい て も 成虫 の 図 を 示す . あわ せ て , 
日 本 で は あま り 知 られ て いな い メ スハ リオ ガ 科 の 研究 進展 
の た め , 本 科 の 系 統 関係 お よび Wockia 属 の 特徴 と 生態 に つ 
いて 紹介 する . 


Figs 1-5. Adults of Wockia spp. 
(1: W. magna, 2-4: W. koreana, 
Japan). 1. Holotype, male, in the 
National Museum of Natural 
History, USA (photograph by 
J.C. Sohn). 2. Male. 3. Eye-cap 
in male antenna base. 4. 
Frenulum in female. 5. Second 
abdominal sternite. 
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アメ リカ 国立 自然 史 博 物 館 の J.C. Sohn 氏 に は W magnaD 
成虫 図 お よび 文献 を 提供 いた だ いた . 本 論文 で 用 いた 豊田 
市 産 の 標本 は すべ て 豊田 市 に よる 新編 豊田 市 史 編 集 の た め 
の 調査 に より 得 た も の で . この 調査 で は あま 市 の 間野 隆裕 
氏 に お 世話 に な っ た . この 両氏 に 厚く 御礼 申し 上 げ る . 


イッ シキ メス ハリ オガ ( 新 称 ) Wockia magna Sohn, 2014 
(Fig. 1) 

Wockia magna Sohn, 2014: Sohn, 2014: 260. 
判別 . 成虫 (Fig. DOH WEIL7.8-8.0mm. 前 麹 は 披針 形状 . 
Vf CHE (CARA EO Bia Z bb, 横 帯 上 の 鱗粉 は 盛り 
上 が る . 本 種 は 次 種 W koreana に 類似 する が , 識別 点 は 次 
種 の 判別 文 を 参照 . 
分 布 . 日 本 (本 州 : 中 部 地方 ), 韓国 . 
寄主 植物 . 不明 . 
生態 . 成虫 は 中 部 地方 で は 9 月 中 旬 に 採集 され て いる . 





チャ オビ メス ハリ オガ (ER) Wockia koreana Sohn, 2008 
(Figs 2-10) 


Wockia koreana Sohn, 2008: Sohn and Adamski, 2008: 557. 


判別 . 成虫 (Figs 2-5). 性 的 二 型 は 触角 基部 に お いて 顕著 で , 
ず の 触角 基部 は 広がり 眼 帽 を 形成 する (Fig 3). WRAL 
6.0-7.0mm. 前 麹 は 披針 形状 . 灰色 で 中 央 に 茶褐色 の 横 淀 
を も ち , 横 帯 上 の 鱗粉 は 盛り 上 が る > その 淀 より 先端 部 分 
に 2 つの 茶褐色 紋 を も つ . 本 種 は 前 種 W, magna に 類似 する 
D, 。 の 人 触角 基部 は 眼 帽 を も つこ と , 前 政長 は より 短い こ 
L, 交尾 器 (Figs 6. 7) の バル バ は 大 きく くびれ . ククル 
ス は 三角 形状 で 針 状 の 刺 毛 を も つこ と (前 種 の バル バ 先 端 
LRN, ククル ス は 発達 し な い ), バル バ の くびれ 部 の 腹 
面 は 先端 が 内 っ た 強く 硬化 し た 突起 を も つこ と (前 種 で は 
この 突起 を も た な い ), 和子 交 尾 終 (Figs 8-10)0 の ドゥ クツ ス ・ 
ブル サエ は 全体 が 硬化 する こと , 2 個 の 円 雛 状 の シグ ナ を 
も つこ と (Fig. 10) (前 種 の シグ ナ は 歯 状 ) で 区 別 で きる . 
本 種 の 原 記載 に よる と , 前 次 の 長 さ は 13.3-15.1 mm と 記述 
され て いる が , これ は 前 贅 開 張 の 間違い で ある (Sohn, 私 信 , 
2015). 


Figs 6-10. Genitalia of Wockia 
koreana, Japan. 6. Male. 
7, Aedeagus in male. 8. Female. 
9. Ostium and ductus bursae in 
8 female. 10. Ductus bursae and 
signa in female. 
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所 検 標本 . 成虫 . JAPAN: Honshu: Gifu Pref., Hichiso-cho, 
Murogane, 1%, 24. viii. 2002; Mitake-cho, Okugo, 1, 21. vii. 
2005; Yamagata-shi, Miyama-cho, 1, 28. viii. 2007. Aichi 
Pref., Toyota-shi, Shimokawaguchi-cho, 1h, 2. viii. 2012; 
Mitsukuri-cho, 1 〒, 30. vii. 2012; Kise-cho, 1, 21. vii. 2011, 1 
〒, 26. viii. 2011, 1-4, 31. viii. 2012, 1 ず , 5. ix. 2013. 


氷 本 は すべ て 宮野 昭彦 に よっ て 灯火 採集 で 採集 され た も の 
T, 大 阪 府立 大 学 昆虫 学研 究 室 に 保管 され る ,. 


分 布 . 日 本 (本 州 : 中 部 地方 ), 韓国 . 日 本 新 記録. 


寄主 植物 ヤナ ギ 科 : コウ ライ シダ レ ヤ ナギ Salix 
pseudolasiogyne H. Lév. (韓国 の 記録 ) 


生態 . 本 種 成虫 は 夜間 灯火 に 誘引 され る . 中 部 地方 で は 7 
月 下旬 か ら 9 月 上 旬 に 採集 され て いる . 韓国 で は コウ ライ 
シダ レ ヤ ナギ の 葉 を 巻く こと な く 外 部 か ら 摂 食す る (Sohn 
and Adamski, 2008). 


メス ハリ オガ 科 と Wockia 属 


メス ハリ オガ 科 の 種 は か つて スガ 科 Yponomeutidae と し て 
扱わ れ て いた が , スガ 上 科 Yponomeutoidea の 有望 な 固有 新 
形質 で ある 成虫 の 腹部 第 8 節 の 側板 葉 を 欠き , スガ 上 科 
に 見 られ な いい くつ か の 特徴 (その 球 刺 は 3 本 (Fig. 4), AR 
部 第 2 節 腹 板 は ハマ キ ガ 型 (Fig.$), 幼虫 の 釣 爪 は 終 帯 状 
効 東 腹部 の L1 と L2 刺 毛 は 同一 の 刺 毛 基板 上 に ある , Wyld 
育 方 に 刺 列 を も つ ) を 有する た め に , スガ 上 科 と は 独立 し 
た 科 と され た (Kyrki, 1984, 1988). 後に , 本 科 1 科 で メス ハ 
リオ ガ 上 科 Urodoidea と 扱わ れ た (Nielsen, 1989). 本 上 科 は 
一 般 的 に は 被 映 類 Obtectmera を 除く 新 二 門 類 Apoditrysia の 
一 員 と し て は 扱わ れ て いる が , 類縁 関係 は 不明 膝 で ある 
(Dugdale et al., 1998; Kristensen et al., 2007). ちな み に ス が ガ 
上 科 は 二 門 類 Ditrysia で ある が 新 二 門 類 で は な い . 最近 の 
分 子 デ ー タ を 使っ た 系 統 解 析 に お いて も , 本 科 の 類縁 性 に 
関し て は 定まっ た 説 は な い (Sohn, 2014). Mutanen et al. 
(2010) は 新 二 門 類 の ホソ マイ コガ 上 科 Schredkensteiniidae と 
wR LZ, Cho etal. (2011) は , 新 二 門 類 の ニ ジ ュ ウシ 
トリ バ ガ 科 Alucitidag, ハマ キモ ドキ ガ 科 Choreutidae, トリ 
バ ガ 科 Pterophoridae あ る い は ハマ キ ガ 科 Tortricidae に 近い と 
し て いる . 一 方 , Regier et al. (2013) は 新 二 門 頻 の 姉妹 群 と 
し て いる . 


Wockia 属 は 東 ア ジア , 東南 アジ ア , 南北 アメ リカ お よび ヨー 
ロッ パ (イギリス を 除く ) に 分 布 し , 10 種 が 記載 され て い 
る (Sohn, 2014). 本 属 の 前 麹 は 披針 形状 , 灰色 ある い は 褐 
灰色 で , 中 央 部 に 黒褐色 の 隆起 鱗片 か ら な る 横 帯 を も ち 
(Kyrki, 1986), 外部 表 徴 は お 互い に よく 似 て いる (Kyrki, 
1986; Heppner, 1997, 2008, 2010; Landry, 1998; Sohn and 
Adamski, 2008; Sohn and Park, 2009; Parenti, 2000; Adamski et 
al., 2009; Sohn, 2013, 2014). 交尾 器 の バル バ は コス タ か 
ら の 有 刺 毛 突 起 を も ち , 有 刺 毛 の ククル ス が 発達 する こと 
が ある . 〒 交 尾 器 の 腹部 第 8 節 以 降 の 産卵 器 は 非常 に 長く 
伸長 する . 本 属 の 種 は 外部 表 徴 で は Blastobasis 属 ( ネ マ ル 
ハ キ バ ガ 科 ) の 種 に 類似 する が , OWS CRONE 


た め 議 別 可能 で ある . 


本 属 で 寄主 植物 が 判明 し て いる 3 種 の 寄主 は いずれ も ヤナ 
ギ 科 で ある . メキ シコ の W chewbacca Adamski, 2009 は 
Casearia nitida (L.) Jacq. (Adamski et al., 2009), 北米 と ヨー 
ロッ パ の W asperipunctella (Bruand, 1851) は ヨー ロッ パ ヤ マ 
ナラ Y Populus tremula L, ヨー ロッ パク ロ ヤ マナ ラン シア 
nigra L. & Salix eleagnos Scop. を (Kyrki, 1988; Heppner, 1997; 
Parenti, 2000), そし て チャ オビ メス ハリ オガ は 韓国 で は コ 
ウラ イシ ダレ ヤナ ず ギ Salix pseudolasiogyne H. Lév.% (Sohn 
and Adamski, 2008) HALTS. 本 属 の 種 で は 本 科 の 他 
の 属 と 同様 に , 幼虫 は 葉 を 巻く こと な く 外 部 か ら 摂 食し , 
貢 は 粗い 目 の 籠 状 で 羽化 時 に は 遇 は 貢 か ら 突 出す る (Kyrki, 
1988; Heppner, 1997; Adamski et al., 2009). 
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Summary 


Wockia koreana Sohn, 2008 is newly recorded from Japan. This 
species is a small sized moth with an eye-cap on the male 


antenna base and a lanceolate, gray forewing (forewing length 
6.0-7.0mm) with a brown median band of raised scales. The 
male genitalia are characterized by the deeply constricted valva, 
a slender, strongly sclerotized process of the constriction and a 
small triangular cucullus armed with spine-like setae. The female 
genitalia are characterized by the ductus bursae being wholly 
sclerotized and the presence of two conical signa. The species is 
similar to W. magna Sohn, 2014 distributed in Japan and Korea, 
but differs from it in having a shorter forewing (forewing length 
of W. magna 7.8-8.0mm) and in some characters of male and 
female genitalia above-mentioned (in W. magna, the valva is 
straight without a triangular cucullus, the ductus bursae is 
sclerotized posteriorly and there are two dentiform signa). The 
larva of W. koreana feeds on the leaves of Salix pseudolasiogyne 
(Salicaceae) externally in Korea. In the original description of W. 
koreana, the forewing length is given as 13.3-15.1mm, but this is 
an error, the figure referring to the forewing expanse (Sohn, 
2015, personal communication). 


The family Urodidae is distributed in Europe, East Asia, South- 
East Asia, and North and South America, and consists of six 
genera and about 70 species. The family has been considered to 
be closely related to the family Schreckensteiniidae, but some 
recent molecular phylogenetic studies have not supported such a 
relationship between the families. However, the results of these 
studies did not accord with one another, and the relationships of 
the Urodidae remain uncertain. 


The genus Wockia has the same distribution as the family, and 
ten described species are known. The larvae are associated with 
plants in the Salicaceae. The moths are superficially similar to 
members of the genus Blastobasis (Blastbasidae), but 
distinguishable from them in having a non-scaled proboscis. 


(Received May 14, 2015. Accepted June 22, 2015) 
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